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horned demons, horn gate, horned man, horned women,,）11. 〔民間伝承〕角は（粉末にす
るか何かして）すべて解毒作用があるなど」が挙げられているが、民俗学、神話、芸術におけ
る角を調査することによって、角が多様な意味を担ってきたことを再確認している。 
 第二部の第二章ではモンゴルの作家ダヴァー・ドルジェレムと、ベルギーの女性作家ベリン
デ・デ・ブリュッケレを例に挙げ、現代では角にどのような象徴的な意味を担わせているのか
を考察している。このふたりは単に角をモチーフにしているというだけではない。おそらくそ
れはキムさんが角のある風景がプンクトゥムと感じられたように、彼らは精神的なものと深い
ところで角と関わりを持っている。それは民族的な記憶や政治、現代社会と密接に関係してお
り、キムさん本人の角体験とは意味内容において異なる部分が多い。この章によって、キムさ
んが感じた角体験が古今東西のどのものとも異なる、自分だけの感覚であることを確認してい
る。それはもちろん第一部の調査による生物学的な角の意味とも大きく異なっている。 
 さて、第二部の第三章が最も重要な部分で、独自の意味を担う角をどのように表現してきた
か、現在どのような表現を試みているかという制作者としての実践との関わりについて考察さ
れている。角体験をした当初は角そのものを描いてきた。それが本稿の表題にある「可視的な
角」である。写実的な角そのものに、不安、周囲の期待の重さ、自分の理想と現実のギャップ
に押しつぶされそうになる内面を感情移入してきたのであるが、角体験の意味は現在において
も大きいとは言え、次第に体験の強度が薄れてきてしまうことは否みがたい事実である。そこ
で可視的な角を描くという行為の必然性も減少してきた。すなわち、可視的な角を描くことが
新たな重圧、束縛と感じられるようになってきたのである。そのとき、制作者としてスランプ
に陥ったことも事実である。その精神的状況を考察しているとき、周囲の期待の重さ、理想と
現実のギャップ、将来に対する不安などは現在でも形を変えて存在しており、それは可視的な
角を離れても常に存在しているもので、今でも重くのしかかっている。すなわち角体験から発
見した角＝無用の長物＝重圧感という関係性は何も可視的な角に限定されるものではない。
「無用の長物＝重圧感」そのものが「不可視的な角」として絶えずつきまとっているのである。
さらに言えば、実存の不安そのものを「不可視的な角」として捉えるべきだという考えに帰結
したのである。そのときから、キムさんは「可視的な角」から解放され、実存の不安を「不可
視的な角」として探究し、作品のモチーフとするようになった。 
 そして銅版画家であるキム・イジュさんは自分の表現内容と銅版画の技法の何が自分にとっ
て相応しいのか、あるいは銅版画の技法を同時に複数使用する方がよいのかということを、実
  
制作を通じて考察した。古今東西の誰のものでもない感情を表現するために最も的確なフォル
ムを追求し、それを伝えるための効果的な銅版画表現とは何であるかを模索すること、それが
作家としての自分の目指すべき道程であり、現在もその一歩をしっかりと踏みしめていること
を再確認することに到ったのである。 
 キムさんは個人的体験から出発したテーマを見事に客観的に考察することに成功したと言
えよう。そして「可視的な角」から解放されることとなり、制作の幅がさらに大きくひろがっ
たと言える。こうした観点からキムさんの論文は十分客観的であり内容的にも深いものがある
と判断する。 
（中村 隆夫） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
